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ていると考えられる． 
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【短報】オビモンコミズギワゴミムシの広島県から
の記録

オビモンコミズギワゴミムシ Tachyura ceylanica 
(Nietner，1858) は，Ceylon を基準産地として記載
された，体長 1.8 ～ 2.0 mm 程度の小型のコミズギ
ワゴミムシである．我が国からは，Tanaka(1959)
により神奈川県平塚市で採集された標本を基に報
告されたのが最初である．中根 (1978) は，海外の
分布域としてセイロン（現・スリランカ），インド，
ビルマ（ミャンマー），マレイ（マレーシア），フィ
リピン，セレベス（スラウェシ），南支（中国南部）
を挙げている．国内の記録は少なく，前述の神奈
川県平塚市の他に，石垣島（Habu，1975），東京都

（和泉 ,1990），神奈川県内数ヶ所（平野，2004）の

記録があるにすぎない．
昨年 ，筆者は，広島県で本種を採集しているの

でここに報告する．
3exs.（図 1）, 広島県竹原市吉名 , 28. IX . 2013． 
瀬戸内海に面する塩湿地での灯火採集で得られ

たものである．その後，数回にわたり地表の探索，
灯火採集を試みたが追加することは出来なかった．
本種の国内での報告例が少ないのは，同定自体が
難しいことのほか，埋め立て，護岸工事，水質悪
化等によってその生息環境の減少によるものと思
われる．これまでの採集地から，本種が河口や塩
湿地などに依存していることが示唆されるが，和
泉（1990）の記録は，森田誠司氏によると，東京
都大田区内の落葉下から採集された模様で，海浜
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性の種とみなすに
は否定的な見方も
あるため，今後も
調査を続行してい
きたい．

なお，今回，森
田 誠 司 氏 に よ り，
つくばの農業環境
技 術 研 究 所 に 所
蔵 さ れ て い る 標
本（ 田 中 和 夫 博
士採集の平塚産）
と 直 接 比 較 さ れ
た う え， さ ら に，
Andrewes (1925) の
再記載ともよく一
致することが確認された．

末筆ながら，同定，文献のコピー，ならびに原
稿の校閲の労をとって頂いた森田誠司氏に厚くお
礼申し上げる．
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図１．オビモンコミズギワゴミム
シ．

【短報】イシガキカタキバゴミムシ長崎県の記録
イ シ ガ キ カ タ キ バ ゴ ミ ム シ Badister (Baudia) 

ishigakiensis Habu,1975 は，石垣島を基準産地とし
て記載され，トカラ列島宝島が北限となっている
種である（Habu, 1975；Morita, 1994）．今回，九州
本土の長崎県で採集し，本種生息地の北限となる
と思われるのでここに記録しておく．

1♀, 長崎県長崎市野母崎樺島町 , 22. IX. 2012, 深
川採集 , 森田氏同定・保管．（図 1）

採集地は，昭和
49 年に造られた地
下ダムの地表にで
きた水辺で，水田
の畦道に似た環境
となっている．地
下ダムは，地中に
遮水壁をつくって，
地下水の流れをせ
き止めることによ
り，地下水をため
る構造であり，本
地が日本で最初の
場所である（図 2）．
土壌は粘土質で，ヨモギ，ウマゴヤシ類などの植
物が疎生している．年に 1，2 回管理のため草刈が
行われており，増水時には水没することもあるた
めか，植物の背丈が低い状態で維持され，水分を
多く含んだ土壌となっている．

採集日は，日中から継続して雨となっていたた
め，夜間の採集時には泥がぬかるむ状態となって
いた．また，本種以外にホソツヤナガゴミムシ
Abacetus leucotelus Bates, 1873 が多数確認され，ラ
イトで照らしながら手で直接採集していたが，本
種は，これら採集個体の中に紛れ込んでいたもの
である．

長崎は，1571 年から国内唯一の開港地として
知 ら れ た 場 所 で あ り， モ ン キ タ マ ム シ Ptosima 
chiinensis Marseul, 1867 や キ マ ダ ラ カ メ ム シ
Erthesina fullo (Thunberg, 1783) など長崎以外から持
ち込まれたと思われる種が知られている．本種も
その可能性を否定できないものの，少なくとも本
種が生息できる環境が長崎に存在していることは
確かである．なお，2013 年は，3 月から毎月同地
で採集を行っているが，個体を追加するに至って

図1．採集個体．

図2．生息地の環境．


